北病棟チームカンファレンス記録
	A.O.M
	S.G.M

	
	


　
令和元年11月9日(土)　　　　　　　司会：松村　裕美　記録：横町　真希子　
	松村
	木村
	西山
	岩藤
	羽田
	清川
	田口
	秋山
	三浦

	○
	準
	年
	深
	深
	　休
	休憩
	休
	○

	横町
	原子
	石橋
	
	
	
	
	
	

	○
	○
	準
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・小田　タネ様～デイケア体験、外泊訓練の予定を以下の通り組んでいます。後半は外泊からそのままデイケア体験へ行く事になりますので、周知して下さい。また、外泊へ行く際は直前に自宅の鍵を渡し、必ず自宅から病院へ電話連絡を入れる様本人へ説明をしてから送り出して下さい。
外泊：11/11（月）9：00～11/12（火）11：00

デイ：11/13（水）13：00～15：30（病棟スタッフの送迎）

外泊：11/18（月）13：00～11/20（水）11：30

デイ：11/20（水）9：50～11：30（9：50松園町バス停からデイケア送迎車に乗りデイへ。11：30に病棟スタッフがデイへ迎えに行く）

外泊：11/25（月）9：00～11/27（水）15：30

デイ：11/27（水）9：50～15：30（9：50松園町バス停からデイケア送迎車に乗りデイへ。15：30に病棟スタッフがデイへ迎えに行く）
　　　　　　　　
・夏坂　キミ様～アンヒバ坐剤（200）１個事前処方して頂き、冷蔵庫で保管しています。

・大橋　京子様～本人希望にて、朝のみパン（菓子パン以外）→朝のみパン（ロールパン）へ食事形態変更となっています。

＜要注目患者様＞

・飯田　修子様～昨日日勤帯より不機嫌さ見られており、準夜帯でも「何で私が700万も払わなきゃいけないのよ！」と急に叫びだしています。自ら頓服薬希望し、19：50服用。その後も興奮はおさまらず、コップを窓に投げつける、叫ぶ事を繰り返しています。また、同室者への不満から相手の寝具に洗面器で水を撒く事あり、介入しています。本日起床後からは比較的穏やかに過ごせていますが、行動の振り返りをスタッフと行っている最中、同室者が視界に入ると一時的に声を荒げ、病棟移動を希望する事あります。最終的には汚してしまった寝具の洗濯代を支払う事にも納得され、相手とも距離をとって過ごす事出来ています。
・倉橋　生子様～寝具へ水をかけられた事等、同室者への不満を周囲へ声高に話しています。「自分は（相手に）何も言っていない。」と被害的な発言聞かれている為、スタッフより、自身の行動（自室で他者の悪口をずっと言う、他者へ不満を言い回る…等）も改める様注意しています。不満がある際は言い回らず、スタッフへ話す様説明すると、「黙っています。」と返答聞かれています。以後トラブルはなく経過しています。
・大橋　京子様～不満訴えなく、経過。周囲とは挨拶程度ですが交流を持つ事出来ています。スタッフ付添いにてよこまちストアへ買い物に行かれ、リンゴ２袋、みかん１袋購入しています。交通ルールや店内でのマナー等、問題なく終えています。金銭管理実施にあたり説明していますが拒否。何かしらのトラブルがあった場合にも自己責任でよいと話されています。

・滝田　英人様～話しかけに怒り口調で返されています。独語は断続的に聞かれていますが、声高さはありません。増薬（ｖｄｓ）となっていますが、それに対する不満や拒否なく服用できています。

・成田　富士子様～特定スタッフの出勤を気にする発言聞かれており確認すると、主治医へ相談し、その特定スタッフへ謝罪した後に転院を進めてもらう事になったと事実を都合よく歪曲した発言聞かれています。
・夏坂　キミ様～深夜帯38℃台の発熱続いており、2：20、アンヒバ坐剤（200）１個挿肛

しています。以降、36℃台で経過していましたが、10：00に体温37.6℃

へ上昇。酸素飽和濃度は95～94％で経過していますが、体動時に息切れ、

ヒュー音聞かれています。排便、排ガスないとの事で腹満見られており、

座位が苦しいと話されています。体熱感ありますが、本人は暑くも寒く

もないからとクーリングは拒否、寝具で調整するとの事です。食事は病

棟ホールへ配膳しています。体力低下しない様、本人の状態を見ながら

食事や日課時だけでも動いて頂きましょう。

＜リハプロ＞

・毎週水曜日にエアロビを実施しているが、スタッフの雇用形態の変更に伴い、誘導、見守り出来るスタッフの人数が確保出来ない。これからも変わらず実施するのであれば、水曜日に人員を確保する様、勤務の調整や体制の検討が必要。

・１か月の間に何回も同じテーマの勉強会を組み込んでいる。また、それに対する資料が全く準備されていない。数年前の資料が倉庫にあるが、内容が入院されている患者様向けではない為、身近にとらえる事が出来ず、耳を傾けない方が多い。
